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資料紹介
続経済学者の追悼文集（九）
杉
? ?
郎
I 
(1) 内海庫一郎 (1912-1994)
『追懐内海庫一郎』，追悼文集刊行会編（連絡先，札幌市本区北46條東2-3-21木村和
範），非売品， 1995年7月15日発行， A5版368ページ，巻頭に遺影，筆績など写真33葉，
題字は和合二郎。
本書は I弔辞・弔電（広田純，佐藤博，小原保裕，守屋典郎・とし，大島渚など）， I追
悼文（木村太郎，橋本剛）， II追想， (1)友人・知人・昭友会， (2)経済統計学会， (3)北海道大
学・武蔵大学， (4)土曜研究会， (5)北大卒業生， (6)武蔵大卒業生， IV回想・沖縄戦，編集委
員会序，壕の誓い一ある教授と私，前原信勝，員壁の壕の物語一前原信勝氏への手紙， 1 
~13, V著作目録と略年譜の五部編成である。巻末に内海寿乃の「ごあいさつ」と「あと
がき」（刊行会）があり，それらによって， (1)内海が1994年6月18日81オで肺腫瘍の手術を
うけた後病没したこと， (2)「内海庫一郎追悼文集刊行会」が作られ多額の醸金があったの
で6名の編集委員（伊藤陽一，木村和範，杉森滉ー，中島亨子，長屋政勝，樋口秀直）の
手で70余名の文章をおさめた追悼文集の刊行作業がすすんだこと， (3)産業統計研究所の品
川宗典，和合二郎の支援をうけたことなどがわかる。
木村太郎は，京大蠅川ゼミの先輩である内海と戦後東京で国民経済研究協会の「サンプ
ル調査法研究会」で仕事をするようになったが，これを契機として内海は内閣統計委員会
に就職してからもソヴィエト統計理論を研究，北大に就職後も続行して『ソヴィエトの統
計理論 I• I』を井上照丸と共にまとめたが，この時期の研究成果は内海の学位論文「社
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会統計学の基本問題』 (1975年）の第一章に盛られているとのべている。
内海は1949年6月北大法文学助教授となり， 1953年同経済学部教授， 1969年11月に退職
するまで20年間北大に在職したが、佐藤博のいうようにその間「学問の教師として孫弟子
を含めると20名近くの研究者を養成……，今では北海道から九州に到る迄内海理論の担い
手が」いる。田中章義「内海先生の大学院教育」は，内海の指導ぶりをのべるとともに，
いま諸大学の教員になっている大学院ゼミ出身者13名を，佐藤博 (2期，専修大学）から
木村和範 (21期北海学園大学）まで列拳し，「在職中に13人の院生を育てて教授にしたとい
うのは，北大経済学部でまだ破られていない記録ではないだろうか」とのべている。内海
は学部のゼミから大学院に進む人々の他の学生（「お客さん」）に対しても見事な指導ぶり
を発揮したことを，卒業生（北大のみならず武蔵大学の）がこもごも語っているが，「私の
ゼミ生だけは守衛のおじさんや掃除のおばさんに挨拶をしてほしい」というのが彼の口ぐ
せの一つだった。また彼から貝塚茂樹『諸子百家』を卒業のときに贈られたが，その奥書
には「東洋・中国思想の大切さと経済学バカの人間になるな」というはなむけのことば書
かれていた（木村茂「内海先生とゼミの思い出」）。
内海は講義やゼミでよく自分が体験した沖戦戦争のことを学生に語ったという。その内
容は門下生のシグマ会がまとめた聞き書き『波乱の昭和私史—内海庫一郎先生一』
(1991年）の中にも収録されているが，本書のIVでは，内海が折りにふれて発表した戦時
中の回想文から「満州 (1938年）」～「復員 (1946年）その後」までの13の文章に上述の聞
き書を綴り合わせ，その冒頭に前原信勝の文章をおいて，編集委員会がとりまとめたもの
である。 11「六月末投降」（「遺言・靖国神社に祀るな一ー信念に基いて投降した私の沖縄
戦記」，『沖縄事情』 521号， 1984年所収）はその中の圧巻である。なおIIの(1)のなかにある
松井義雄，儀同保，橋本フミの文章も，内海の米軍への投降のことをのべたものである。
私は統計学者の追悼文集としてこれまで，つぎの 8人をとりあげてきた。有沢広巳，井
上照丸，内藤勝，蠅川虎三，それから姥川門下の上杉正一郎，大橋隆憲，高木秀玄，山本
正治。これらのうち多くのものは，内海の教示により入手することができたのだった。
(2) 宇野弘蔵 (1897-1977)
『経済学批判』，『経済学批判』編集委員会編，臨時増刊，宇野弘蔵追悼号，社会評論社，
1977年9月1日， 190ページ，巻頭に遺影ー葉。
巻頭に「宇野理論の成果と今後の課題」という編輯委員会（桜井毅・降旗節雄・森恒夫・
渡辺寛）の，また末尾に宇野弘蔵年譜と編集後記（寛）とがある。本文は，三部より成る
「報告と討論」と降旗節雄「宇野理論—その方法的核心をめぐって一一士および座談会
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「宇野先生の思い出」とより成る。
第一部原理論は報告山口重克，討論鎌倉孝夫，春田素夫，日高晋，馬渡尚憲，山口重克，
桜井毅で， 1形成過程， I方法論的特徴， 1I体系構成および内容， IV今後の課題（物神性
論と機構論，体系の完結性，生産価格論の問題）がとりあげられている。
第二部段階論は報告戸原四郎，討論佐々木隆雄，柴垣和夫，戸原四郎，中村通義，林健
久，森恒夫で，典型国を選ぶ基準，原理論との関係，純化と不純化—不純化における典
型，宇野講義ノートをめぐって，アメリカ金融資本の位置づけ，帝国主義段階論の課題，
金融資本の一般的規定の根拠，段階移行論，大内説をめぐって，段階論と日本資本主義の
分折，段階論の拡大，段階論と現代資本主義論，現代資本主義と金融資本規定が論じられ
ている。
第三部現状分折は報告加藤栄一，討論安保哲夫，榎本正敏，大内秀明，加藤栄一，萩原
進，渡辺寛， I対象と方法， I日本資本主義の性格規定， 1I資本主義の組織論， IV世界経
済論の方法（「焦点」としての農業問題，後進国農業問題の位置）がとりあげられている。
編集後記に「編集委員降旗は，留学のため日本を離れてすぐ，先生の訃に接した。この号
をともに編集できなかった，彼の心中を想い，敢えて別に一文を草してもらった」とある
ような事情で寄せられた降旗論文は， 1形態と実体， 2労働力商品化の論理， 3階段論の
性格， 4「資本主義の歴史的限界」について， 5「広義の経済学」について，という構成
である。
宇野の業績は原理論が中心で，段階論・現状分析と進むにつれて完成度が低く，それだ
けに宇野派の内部でも異論や疑問が多いのは当然だが，その異論や上向の具体的内容が19
人（降旗をふくめ）の議論の展開の中であきらかにされているところが興味ぶかい。とく
に鈴木鴻一郎と岩田弘の所論に対する批判的吟味にかなり力点がおかれている。なお第二
部の討論の中で宇野が1936年に東北大学で行った経済政策論の講義のプリントが中村通義
によって紹介され，それをめぐって戸原らが討論しているくだりは示唆的である。
「宇野先生の思い出」は、桜井毅の司会で6人の出席者が， (1)戦前戦中戦後， (2液逍この
趣味， (3肖野原論確立のころ， (4)「経済学大系」前後， (5)先生と文学， (6潮［職を去るまで，
(7)晩年の先生について，こもごも語っている。宇野は1972年5月21日に脳塞栓で例れてか
ら，没するまでの約5年を病臥生活をおくるのだが，右半身が不自由になり、口も自由に
きけなくなってから（その間に『著作集」 10巻・別巻1が刊行される）の生活についての
ところが，その頃の年齢になってほぼ同様の不自由な生活を送っている私には身につまさ
れる思いで読まれる。なおこの座談会は，以前私が紹介した『思い草ー一宇野弘蔵追悼文
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集一』（宇野マリア編， 1979年2月）に全文収録されているが，原本にあった多くの写真
は収録されていなかった。遺影のうち，学校時代のかすりの着物の写真，ベルリンで新婚
の頃の二人の写真や東北大学に赴任の頃，本大大学院での最後の演習風景，自画像（小磯
良平作）の前での写真，法政大学での最終講義や鵠沼の自宅でくつろぐ晩年の夫妻の写真
などのほか，経済政策論講義ノート (1931年）や研究会 (1970年ごろ）の報告準備ノート
（国家の意味，大内君の批評など）の筆跡の写真など，貴重な記録がおさめられている。
I 
(3) 梅本克己 (1903-1974) 
1974年1月14日に61オでなくなった梅本克己の追悼号が『現代の理論』 122号 (1974年3
月）に出た。それには「悼辞」（水戸高校卒業生有志）と「惜しい死」（大井正）と「マル
クス主義と人間」（田辺典信）の三篇が掲載されている。これらの文章も収録した追悼文集
がつぎのように一周忌に刊行されて墓前にそなえられた。
『追悼梅本克己』，編集梅本克己追悼文集刊行会， 1975年1月，発行風涛社（東京都文京
区本郷2-26-3), 1,700円， B6版263ページ，巻頭に遺影など4葉。
巻末に「上梓に当って」（刊行会世話人山本満・安東仁兵衛・芦田直衛・田辺典信・大池
文雄）があり，「故梅本克己の一回忌に当り，絃に『追悼梅本克己』を上梓し，謹んで千代
子夫人に捧げます。どうぞこれを師の墓前に手向けて下さい」とある。全体の構成は， I 
ゆかりの人々 (50音順で25人）， I旧水戸高校の同僚，同窓生・教え子（卒業年次順31人と
戦後卒業生有志）， II(評論・解説，武井邦夫・田辺典信）の三部から成る。『現代の理論』
などからの轄載もあるが，大部分は新稿である。
Iに執筆しているのは，内田弘，大井正，沖浦和光，梯明秀，後藤邦夫，鈴木享，古田
光，丸山呉男，鶴見俊輔ら大学人が多いが，しまねきよし，山口武秀，吉野源三郎，中嶋
苓夫，惧殿咬らそれ以外の人々の名も見える。ここではその中からつぎの 3人の文章から
抄録しよう。
沖浦和光の「戦後思想における梅本哲学一ー「主体性」を終生追求 」は1974年1月
31日に『朝日新聞』にのったものだが，梅本の思想体系をつぎのように概括する。「否定性
の弁証法としての疎外の論理を，人類の歴史的発展過程の根幹にあるものとして，唯物史
観の骨格に据えることである。つまり『たえず発展する人間的生産においては，対象化が
必然的に疎外へと轄化すること，また疎外過程に疎外止場の契機が成立してくること，こ
の矛盾の論理を唯物論の土台の上に再構築すること』という問題設定である……氏は資本
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制生産の基本矛盾として「労働力商品の特殊性』に着目する。変革への意志が必然的なも
のとして生成されてくるのは，商品＝貨幣関係として物象化された社会の発展法則そのも
のの中に，労働する主体の性格が不可欠の契機として入りこんでいるからだと指摘する」。
沖浦は最後に「淡彩でスケッチされた野の花を背景において，雄渾な筆致で書かれた心の
こもった先生からの年賀のたより」のことをのべているが，その年賀状 (1965.1)の写真
が巻頭にある。
梯明秀の「立命館大学在職期間を中心とした回想」は，梯の推薦で1954年4月に立命館
大学文学部教授となった梅本が，わずか半年後に退職したときの事情についてのべたもの
である。それによれば，赴任早々に受けた健康診断で呼吸器疾患の疑いありとされたので，
結局本人からの依頼退職ということになったのである。梯は梅本と自分とは「唯物論にお
いて主体性の契機を強調する点では同一方向にあるが，その理論化された内容においては
明らかに差異があるし，このことは西田哲学の無の思想の唯物論化の仕方において二人が
異なっていたことに拠るとも要約できる」とのべ，「今後に教えを受けるはずの思想上の友
人を喪ったこと」を痛惜している。
山口武秀（全国住民斗争研究会代表）の「梅本さんとの大衆論」は，常東農民組合時代
に梅本と親しくなったこと，だが本当の交流は十数年後の1968年頃からで，山口はその頃
から自分の関係しているいくつかの住民斗争について梅本に電話で報告するようになり，
三里塚斗争や高浜入干拓反対斗争とつづき， 1973年12月，すなわち病没する 1ヶ月まえの
梅本が，その年の10月に高浜入干拓反対同盟の出した「われら高らかに喚声をあぐ—同
盟に数百の烈士あり一一」という声明をよんで，「これまでにみたいろいろなビラの類のな
かで最高水準をしめすものと思いますね。大衆がここまで到ったか」とのべた。山口は「私
の農民、そして大衆論は梅本さんの共鳴をよんだ，そのとき私はそう感じた」と書いてい
る。
田に「唯物史観における人間の復権」を書いている武井邦夫は，梅本が『マルクス主義
における思想と科学j(三一書房， 1964年）以後に展開した宇野弘蔵批判を契機に，『思想」
を舞台に宇野・梅本対談が連載されたことをのべ，そこでの二人の見解の相違について論
じている。梅本には『唯物史観と経済学』（現代の理論社， 1971年，こぶし文庫として復刊，
1995年）があり，宇野弘蔵との共著『社会科学と弁証法j(岩波書店， 1976年）もある。
わが国の哲学者の追悼文集として，私はこれまでこのシリーズの中で杉村広蔵，左右田
喜一郎，本多謙三，船山信一，広松渉の5人をとりあげて来た。梅本克己が6人目である。
(4) 河上肇 (1879-1946)
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私はすでに単行本『回想の河上肇』（世界評論社， 1948年）と雑誌の特集号『夜あけ』第
一輯 (1949年1月10日）を紹介したが，ここでは別の雑誌の特集号をとりあげる。
『二十一世紀』地方文化の会・岩国，編集責任者福井泰義，第54号， 1986年8月，特集
河上肇
河上の故郷岩国市で発行されている総合雑誌が河上の没後40年を記念してつぎのような
内容の特集号を出した。これまでに紹介した河上関係の三つの雑誌（東京，大阪，山口）
とは別の総合雑誌で特集号が出たことは注目されよう。
執筆者はつぎの通りである。
河上武雄（岩国市長），「河上肇特集に寄せて」。
細迫朝夫（山口河上会代表），「河上肇と岳父兼光」。
山田 洸（山口大学教授），「岩国か生んだ偉大な思想家河上肇」。
杉本春生（地方文化の会・岩国会長），「河上肇「貧乏物語』と『自叙伝』」。
村重勝久，「風呂ケ迫物語」。
藤重俊男，「河上肇先生と小赤壁」。
中島修三，「河上肇『婦人論・教育論』を読んで」。
中也太七，「『河上肇全集』第一巻を読んで」。
上田 隆，「真実を求めた柔軟な心＿河上さんの人柄とその著作から＿」。
沙田 寛，「岩国が生んだ河上学派」。
以上の10篇の他に，河上左京の水墨画（河上肇題字）の写真（村野勝久解説），河上肇略
年譜，晩年の遺影，筆跡，河上肇の墓（岩国）など写真三葉がおさめられている。
河上武雄は，河上を吉田松陰の系譜でとらえ，この二人がともに山口県人であることに
大きな誇りをもつという。細迫朝夫は，三高の弁論部員として講演依頼に行った時以来河
上に師事した岳父細迫兼光と河上肇との関係をたどり， 1928年8月二人が相次いで治安維
持法違反の判決をうけるが，その後たどった道はことなったとのべ，敗戦・河上の没後に
おける細川の政治的言動と彼の河上への敬意の念を語っている。山田光は，河上の生涯と
業績を概観した後，岩国・山口時代の河上に焦点をしぼり，河上が岩国をはなれて山口で
5年間すごす中で吉田松陰に出会い，その頃刊行された徳富蘇峰の『吉田松陰』に刺激さ
れて経世の志をたてたことを強調するとともに，科学する精神が河上の生涯を貫く「もう
一つの太い線として」あったことを指摘している。沙田寛は，河上肇と末川博との関係や
北山茂夫の河上肇・末川博論を紹介している。また村重勝久と藤重俊男は河上肇をはぐく
んだ岩国の自然的・社会的環境についてのべている。
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最後に，「時勢の急に押されて悪性の変質者盛んに輩出す。憤激の余り窃かに一詩を賦す」
という晩年の河上の詩がかかげられている。
I 
(5) 中谷実 (1904-1982)
『中谷実教授遺稿と追憶』，編集石川常雄，発行中谷久爾子。非売品， A5版133ペー ジ，
1982年4月20日発行。巻頭に遺影15葉。
巻頭の中谷久爾子「ごあいさつ」や巻末の石川常雄「編集後記」で，本書が故人の「一
周忌のお茶の子として配」りたいという奥様の主旨にそって編集されたこと，故人の学位
論文「貨幣供給の理論」 (200字詰で1000枚）の序文，目次と第 7•8•9 (結論）の3章
を収録したこと，本書の装禎も奥様の手になったことがわかる。
本文は遺稿，著作目録，略歴，追悼文（岸本誠二郎，田杉競，金森恒利，島津亮二，岩
根達雄，三木毅）と弔辞（京都学園学長田杉競，同理事長辻本一郎，友人代表広野寛，卒
業生代表石川常雄）からなる。
岸本は中谷が「戦前から鍛え上げた貨幣理論で戦後の実証的資料を駆使し，日本経済を
解明し，然るべき政策的指導を与えられるなり，さらに大きな経済変動の資料に基くとこ
ろの新しい理論を展開されてもよかったろうに」とのべ，研究の中絶を惜しんでいる。故
人が京大退官後つとめた京都学園大学の学長職をうけ継いだ田杉競は，汐見三郎ゼミの後
輩として汐見研究室での故人の面影をつたえる。岩根達雄の文章は『経済論叢』第130巻第
3・4号中谷賓教授追悼号にのったものの転載であるが，そこで岩根は中谷の『予金通貨
の研究』 (1933年）と『新金融理論—予金通貨と中立貨幣-j (1938年）の骨子を紹介
しつつ，中谷がそこで信用創造論という年来の問題意識をどのように追究したか，更に戦
後の新しい研究動向にそってどのように発展させたかをのべている。
私は京大経済学部に在学中，先生にドイツ経済書講読でカッセルの講義をきき，また戦
後甲南大学経済学部で， 2年間同僚として親しくしていただいた。追悼文をよせている友
人の島津亮二氏や金森恒利氏の思い出を読むにつけ，在りし日の師の温容がなつかしく目
にうかんでくる。
わが国の貨幣・金融論学者の追悼文集として，私はこれまで荒木光太郎，金原賢之助，
高木暢哉，武藤守ー，森川太郎，宮田喜代蔵，山口茂，岡橋保，高垣寅次郎，新庄博，麓
建ーら，京大，九大，一橋，慶応，神戸大，関西大，立命館，中央大学などの人々をとり
あげてきた。本稿はこれに京大の研究者を追加したわけである。
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(6) 橋本伝左衛門 (1887-1977)
『橋本伝左衛門先生の思い出」，橋本先生追想集編集委員会編， A5版329ページ，実費
頒布3000円，発行日1987年9月20日，発行所農村更生協会，発賣所富民協会，巻頭に遺影
4葉。
編集後記によれば， 1987年は故人の没後10年であり同的に生誕100年にあたるが，故人が
その創設と発展に貢献した農村更生協会が故人を記念する出版に協力することになったの
で，編集委員会（渡辺庸一郎，三橋時雄，飯沼二郎ら11名）を組織して本書を企画した。
編集の過程で「満州移民」の推進に協力した故人の追悼文集を刊行するのはどうかという
声が出たが，「先生の真意は，先生の零細小作農民に対する愛情と善意に発するものであ」
るから，「先生の『満州移民』への賛同・協力されたことをおおいかくすよりも，このさい．
むしろ積極的に，その真意をあきらかにする」べきであると考え，刊行にふみ切った。
本書は，まず故人の自伝（橋本『農業経済の思い出』， 1973年の序文）をおき，「思い出
（その一）」ー一京大農林経済学科の卒業生以外の学界・農業関係の渡辺庸一郎，神谷慶治，
渡辺兵力，金沢夏樹，三好武男，加藤弥進彦の 6人の寄稿ー一幽，「思い出（その二）」ー一
京大農経の卒業生39人の原稿を卒業年次順におさめる—, 「思い出（その三）」~親
者6名の原稿ーー，とつづき巻末に橋本家の「お礼の言葉」，著作目録，年譜の三つがある。
渡辺庸一郎は，橋本の学風は理性的であり，その理性的精神はおのずから学問の経験的・
実証的思考に通ずるものがあるといい，ベルリン大学でアーレボウの農業経営学の講義や
演習を通じてその学風を深め，京大農学部で農業経営学を担当するとともに，農業経済学
教室全体を指導する役割を果し，さらに学部をこえて幅広く，種々な実践的農政活動に従
事したことをのべている。（その二）で門下生は「伝ちゃん」の愛称で敬愛された故人の面
影を語っているが，松田延ーは故人と農村更生協会の関係について，また小西俊夫は故人
と旧満州国立開拓研究所との関係についてくわしくのべている。内海義夫は橋本の世話で
卒業後農村更生協会に就職するが，協会が満州移民を宣伝することに反対し，日本労働科
学研究所に移る。内海は満州移民という「暴挙・愚挙」を支持し推進した石黒・橋本・那
須という当時の農政三巨頭の「歴史的な責任については，はっきり指摘しておかなければ
ならない」とのべている。農林経済学教室主任としての橋本の活動については，三橋時雄
「橋本先生と農史講座その他」がくわしい。
私は以前橋本の『農業経済の思い出』（橋本先生長寿記念事業会， 1973年2月，非売品）
を，東畑精ーと近藤康男の自伝とあわせて紹介したことがある（杉原「農業経済学者の自
叙伝」，『経済学と経済学者』，日本経済評論社， 1985年所収）が，本書は，この『思い出』
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の叙述を補う豊富な内容を持っているので，橋本の人と学問を知る上でも，またわが国の
農業経済学の発展をたどる上でも，両著は併読さるべきであろう。
わが国の農業経済学者の追悼文集として，これまで私は井上晴丸，大島清，栗原百寿，
東畑精一，平田良衛，浅野勉，深谷進，那須皓などをとりあげてきた。これに加えて前稿
で大槻正男，本稿で橋本伝左衛門と，京大の代表的な農業経済学者二名を追加したわけで
ある。
後記 資料の蒐集にあたった細川元雄氏と松田博氏にお世話になった。謝意を表する。
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